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高畠小学校 校内授業研究会に参加してきました！ 

先日、高畠小学校３年算数「ぼうグラフと表」の授業を参観してきました。２年目

の先生が、子どもたちに何度も問い返しながら授業を落ち着いて進められていました。

授業を参観して感じたことを報告します。 

 

●前時までの既習事項を掲示し、導入時に既  

習事項を確認する。 

→今日の学びに入る前に、前時までの学習   

内容を丁寧に確認していました。その際、  

先生は、子どもの発言に対して問い返し、 

具体的な言葉が出てくるようにされてい 

ました。核心に迫っていて、前時までの 

積み上げがなされていると感じました。 

 

●子どもの発言を視覚化 

 →子どもたちから出た発言をすぐに板書 

し、見えるようにしていました。子ども   

たちの声を大切にした授業になっている 

なと感じました。 

 

●よりわかりやすいぼうグラフにするために・・・ 

 →今回の授業では、１めもりが５のぼうグラフでは、人数の多い少ないが分かりに

くいことをとらえさせ、１めもりをいくつにすると分かりやすいぼうグラフにな

るかを考えさせることが大事だなと感じました。自力解決の際に、子どもたちは、

ぼうグラフをかくことに必死になり、分かりやすいぼうグラフにするために１め

もりをどうするとよいかということが抜けていたように感じました。ぼうグラフ

をかく前に、どんな工夫をすると分かりやすいぼうグラフになるかを考えさせる

時間がもっとあってもよかったかなと感じました。そこに、友達同士の対話や

ICT の活用が入ってくるといいのかなと思いました。 
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